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◎
教
育
委
員
会
委
員

　

平
成
26
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
福
島
憲
成

氏
（
唐
津
）
を
引
き
続
き
委
員

と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
定
勝
廣
氏
が
９
月

30
日
を
も
っ
て
辞
職
す
る
た

め
、
新
た
に
宮
島
武
司
氏
（
博

多
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員

  

平
成
26
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
木
村
清
韶

氏
（
松
城
）、田
島
順
子
氏
（
大

磯
）
を
引
き
続
き
委
員
候
補
者

と
し
て
適
任
答
申
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

松 前 町 議 会《９月３日～８日》平成
26年

第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会第３回定例会
　第３回定例会は９月３日に招集され、補正予算など町長提出案件３５件、議員提出案
件６件を審議しました。また、平成２５年度各会計決算認定６件については、決算審査
特別委員会で審査をして、委員長報告のとおり認定され、会期を３日残して８日に閉会
しました。
　一般質問は、３人の議員が３問について町長の考えを質しました。
　（一般質問の内容は、６ページから８ページに掲載しております。）

　

定
例
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、

大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
行

政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
町
広
報
10
月
号
２
〜
３

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

行

政

報

告

議
員
発
議

◎
松
前
町
議
会
委
員
会
条
例

　

議
会
審
議
や
所
管
事
項
の
複

雑
化
、
高
度
化
等
に
よ
り
、
委

員
会
審
査
、
所
管
事
務
調
査
等

の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
常
任
委
員
会
の

委
員
定
数
を
そ
れ
ぞ
れ
「
６

人
」
か
ら
「
８
人
」
に
２
人
増

員
し
、「
常
任
委
員
の
複
数
所

属
制
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

に
対
す
る
主
な
質
疑

問　

社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
国
だ
け
で
は

な
く
町
も
便
利
に
使
え
る
の

か
。

政
策
財
政
課
長　

個
人
番
号
制

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

保
障
の
給
付
過
誤
や
給
付
漏

条
例
の
改
正

れ
、
二
重
給
付
な
ど
の
防
止
、

個
人
所
得
の
把
握
、
災
害
時
の

援
護
者
リ
ス
ト
な
ど
の
作
成
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
懸
念
さ
れ

る
の
は
個
人
情
報
保
護
法
と
の

関
連
が
あ
り
ま
し
て
、
国
も
整

理
し
な
が
ら
各
自
治
体
に
指
導

等
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員

会
で
の
主
な
質
疑

問　

つ
く
り
育
て
る
漁
業
に
つ

い
て
、
町
は
か
な
り
力
を
入
れ

て
い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

水
産
課
長　

ア
ワ
ビ
放
流
事
業
、

ウ
ニ
の
深
浅
移
植
事
業
、
ナ
マ

コ
増
殖
試
験
事
業
、
ア
ワ
ビ
・

コ
ン
ブ
養
殖
、
ホ
ッ
ケ
の
長
期

蓄
養
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
流
通

対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、仙
台
・

札
幌
市
場
へ
の
商
談
取
引
、
東

京
で
の
マ
グ
ロ
の
イ
ベ
ン
ト
に

消
費
拡
大
の
目
的
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
課

題
の
あ
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
生
産
に
結
び
付
く

よ
う
な
形
で
漁
協
や
浜
の
皆
さ

ん
共
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
． 

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

２
．
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

３
． 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

　

松
前
町
表
彰
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
皆
様

を
表
彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

功
労
表
彰

　

西
川　

敏
郎　

氏（
大
沢
）

　

山
田　

勝
吉　

氏（
原
口
）

　

吉
田　

榮
造　

氏（
原
口
）

　

村
井
マ
リ
子　

氏（
松
城
）

　

斎
藤　

行
幸　

氏（
江
良
）

善
行
表
彰

　

岩
尾　

準
一　

氏（
函
館
市
）
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平成26年度 各会計補正予算
会 計 名 補正前の額 補 正 額 補 正 後 の 額

一 般 会 計
（第４回）

５７億３,８２６万円 ２億６,２８５万円 ６０億　 １１１万円
主な補正額の内容

○フランス国ブザンソン市訪問旅費 １１８万円
○公共施設等総合管理計画作成業務委託料 １９９万円
○社会保障・税番号制度システム構築委託料 ６６５万円
○町設宿舎解体工事請負費 １１９万円
○福祉灯油助成費 ２８３万円
○平成25年度障害者自立支援給付費国庫負担金返還金 ３２３万円
○認知症対応型共同生活介護施設整備補助金 ３, ６３０万円
○子ども・子育て支援システム構築委託料 ３５０万円
○水痘ワクチン接種委託料 １４６万円
○高齢者肺炎球菌ワクチン接種委託料 ５４０万円
○病院事業会計に対する補助金 １億　　　　　 円
○農地台帳システム整備業務委託料 １６２万円
○牧草管理農業用作業機購入費 ８５３万円
○大沢こんぶ採苗施設解体工事請負費 １３０万円
○小浜公衆便所解体工事請負費 ２５０万円
○道路除排雪委託料 ３, ９００万円
○除雪車格納庫解体工事請負費 １３２万円
○松前港浚渫工事請負費 １, １９６万円
○教職員住宅解体工事請負費 １, ７８０万円
○松前高等学校教育振興会補助金（フランス国ブザンソン市訪問事業分） ２５１万円
○中学校費　学校管理　火災保険料 １３１万円
○史跡保存整備動産不動産評価業務委託料 １９３万円

一 般 会 計
（第５回）

６０億 　１１１万円 １,１６１万円 ６０億１,２７２万円
主な補正額の内容

○町道維持修繕料 ２３１万円
○道路河川等災害復旧修繕料 ５５８万円
○公共土木施設災害復旧（補助災）設計委託料 １９９万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
（第３回）

１６億 　５００万円 ２３９万円 １６億　 ７３９万円
主な補正額の内容

○後期高齢者支援金 △１, ０５５万円
○介護給付金 △３２２万円
○国庫支出金等精算に伴う償還金 １, ８３７万円
○繰上充用金 △２１１万円

介
護
保
険
（
第
１
回
）

【保険事業勘定】

９億４,４１５万円 ２,２４７万円 ９億６,６６２万円
主な補正額の内容

○介護給付費準備基金積立金 ８９０万円
○介護給付費に係る支払基金交付金及び国・道支出金精算に伴う償還金 ８９８万円
○一般会計繰出金 ４４３万円

【サービス事業勘定】
１, ５３７万円 ８６万円 １,６２３万円

補正額の内容
○一般会計繰出金 ８６万円

後 期 高 齢 者 医 療
（第１回）

１億１,３９８万円 ８７万円 １億１,４８５万円
補正額の内容

○北海道後期高齢者医療広域連合納付金保険料等分 ４５万円
○一般会計繰出金 ４２万円

病院事業会計（第２回）
【収益的収入】

１２億１,３０４万円 １億　　　　　　円 １３億１,３０４万円
補正額の内容

○補助金 １億　　　　　 円
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平成25年度各会計決算額

平成25年度各会計の決算を認定平成25年度各会計の決算を認定
　議長及び議会選出監査委員を除く全議員で構成する決算審査特別委員会
（吉田孝男委員長）に審査付託され、平成２５年度一般会計ほか各会計決
算認定について、平成２６年第３回定例会において審査報告があり、いず
れの会計も委員長報告のとおり認定されました。
　なお、５ページに審査意見を掲載しております。

平成25年度各会計決算額
会 計 別 歳 入 歳 出

一 般 会 計 ６７億６,０４６万円 ６４億３,９１５万円

国民健康保険特別会計 １５億２,５９２万円 １５億７,１８１万円

介 護 保 険 特 別 会 計
（保険事業勘定） ９億２,７１８万円 ９億　 ９１０万円

後期高齢者医療特別会計 １億　 ２１０万円 １億　 １２３万円

水 道 事 業 会 計
（収益的収入及び支出） １億７,６９１万円 １億６,５９４万円

病 院 事 業 会 計
（収益的収入及び支出） １３億８,５５９万円 １２億６,４３０万円

町全体の基金（貯金）と町債（借入金）の状況
基金（貯金）の平成25年度末の状況 15億6,385万円
町債（借入金）の平成25年度末残高 64億1,188万円

一般会計 歳入・歳出 決算の状況
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漁
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業

の
不
振
や
長
引
く
景
気
低
迷
等

に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
も

益
々
困
難
を
増
し
て
い
る
。

　

町
税
を
は
じ
め
保
育
料
や
住

宅
家
賃
、
学
校
給
食
代
金
等
の

各
般
の
未
納
者
に
対
し
、
納
入

意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、

公
正
・
公
平
性
を
も
っ
て
収
入

未
済
額
の
解
消
に
厳
正
に
対
応

さ
れ
た
い
。
特
に
、
固
定
化
さ

れ
て
い
る
収
入
未
済
額
の
解
消

と
債
権
保
全
は
、
適
切
に
対
処

さ
れ
た
い
。

　

職
員
数
が
減
少
す
る
中
、
職

員
の
人
材
育
成
や
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修
は
、
益
々
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
よ
り
積
極
的
な

取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　

統
廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
学
校
等
の
普
通
財
産
は
、
周

辺
の
環
境
整
備
を
含
め
、
維
持

管
理
な
ど
万
全
に
対
処
さ
れ
た

い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国
に
お

い
て
制
度
の
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。当
町
に
お
い
て
は
、

国
の
制
度
改
正
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
特
産
品
の
贈
呈
の

あ
り
方
等
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
に
お
い
て

は
、
依
然
高
い
収
納
率
を
維
持

し
て
お
り
、
人
口
減
に
よ
る
組

合
員
数
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ

る
組
合
長
な
ど
役
員
の
後
継
者

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
組
合
の
体
制
維

持
や
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

各
町
内
会
で
設
置
し
て
い
る

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補

助
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
５
カ

年
計
画
の
予
定
で
実
施
さ
れ
る

が
、
電
気
料
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

の
ほ
か
、
省
エ
ネ
・
長
寿
命
な

ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
環
境
保

護
・
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点

か
ら
も
、
計
画
ど
お
り
に
終
了

す
る
よ
う
対
処
さ
れ
た
い
。

　

農
業
振
興
は
、
人
口
が
減
少

す
る
中
、
定
住
促
進
に
繋
が
る

農
業
施
策
の
取
り
組
み
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
く
り
育
て
る
漁
業
は
、
必

ず
し
も
効
果
を
挙
げ
て
い
な
い

が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の

振
興
を
図
る
上
で
も
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
担
い
手
の
育
成
や

積
極
的
に
実
効
性
の
伴
っ
た
振

興
策
を
図
ら
れ
た
い
。

　

観
光
振
興
は
、
平
成
28
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
新
幹

線
開
業
を
好
機
と
捉
え
、
一
層

近
隣
町
と
連
携
し
た
広
域
観
光

の
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

　

各
種
社
会
教
育
団
体
は
、
後

継
者
の
育
成
、
団
体
の
解
散
や

活
動
し
て
い
る
方
々
の
減
少
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
特
に

後
継
者
育
成
は
、
早
急
に
対
処

し
て
い
か
な
い
と
組
織
自
体
が

潰
れ
て
い
く
状
況
に
あ
り
、
抜

本
的
な
対
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

学
校
給
食
は
、
新
た
な
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、
一

層
の
地
産
地
消
を
図
る
と
と
も

に
、「
食
育
」
を
推
進
す
る
等
、

新
し
い
給
食
の
姿
を
期
待
す

る
。

　

特
に
な
し

　

特
に
な
し

　

特
に
な
し

　

特
に
な
し

　

平
成
24
年
度
決
算
不
認
定
の

要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
病
院
事

業
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
拡
大

解
釈
に
よ
る
病
院
事
業
職
員
へ

の
貸
付
は
、「
看
護
師
確
保
は

病
院
運
営
に
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
病
院
事
業
職
員
の
資

格
取
得
に
対
す
る
支
援
は
、
適

切
な
制
度
を
整
備
の
う
え
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
審
査

意
見
を
提
出
し
た
が
、
未
だ
整

備
が
な
さ
れ
ず
同
条
例
に
よ
り

執
行
さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
事
業
職
員
へ
の
貸
付
制

度
は
、
速
や
か
に
同
条
例
の
一

部
改
正
又
は
新
た
な
制
度
を
構

築
す
る
な
ど
し
、
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

審

査

意

見

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

現在の学校給食

ナマコに産卵誘発剤を打ち人工授精させている様子
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梶谷　康介議員
松前町の教育行政に不安を

（森定教育長の６年間と今後について）

教育長
教育指針条例の下で書道教育など確実に成果を上げている

梶
谷　

教
育
熱
心
な
町
長
は
、

有
能
な
教
育
長
を
配
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
大
き
な
期
待
と

関
心
を
も
っ
て
平
成
20
年
10
月

に
迎
え
た
。
あ
れ
か
ら
６
年
、

２
期
目
半
ば
に
し
て
退
職
と

は
？ 

〝
余
人
を
も
っ
て
代
え
が

た
い
〞
と
言
う
言
葉
を
改
め
て

強
く
噛
み
締
め
て
い
る
。
事
情

あ
っ
て
の
事
と
推
察
す
る
が
？

①
町
長
は
、
慰
留
の
考
え
方
が

な
か
っ
た
の
か
後
任
の
人
材
の

目
途
は
つ
い
て
い
る
の
か

②
教
育
指
針
条
例
の
実
践
に
心

配
を
！

③
学
校
の
適
正
配
置
に
一
つ
の

区
切
り
が
つ
い
た
が
、
問
題
、

課
題
は
な
い
の
か
？

④
文
化
財
は
、
松
前
特
異
な
も

の
が
多
く
、
保
存
、
管
理
も
大

事
だ
が
、
活
か
し
て
行
か
ね
ば

と
！

⑤
新
教
育
委
員
会
制
度
へ
の
転

換
期
で
あ
り
、
又
福
山
城
の
復

元
等
大
事
業
を
抱
え
て
い
る

が
？

町
長　

①
教
育
指
針
条
例
の
下

で
書
道
教
育
や
ふ
る
さ
と
学
習

は
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
の
統
廃
合
や
中

学
校
改
築
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
Ｃ
棟
の
仕
上
げ
を
迎
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

森
定
教
育
長
か
ら
辞
意
の
申

し
出
を
受
け
、
中
学
校
改
築
完

成
、
統
合
ま
で
職
を
全
う
し
て

ほ
し
い
と
慰
留
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
教
育
長
の
意
志
は
固
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
町
政
や

教
育
行
政
に
停
滞
や
混
乱
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
十

分
配
慮
し
た
上
で
の
判
断
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
緯
が
あ
り
、
誠
に
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
辞
表
を
受
理

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

後
任
の
教
育
委
員
に
つ
い
て

は
、
今
定
例
会
に
提
案
し
ま

す
。

教
育
長　

②
教
育
指
針
条
例
は
、

教
育
を
進
め
る
上
で
羅
針
盤
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
し
て
、
条
例
の
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
、
心
強
さ
を
感
じ

な
が
ら
教
育
行
政
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

条
例
制
定
か
ら
７
年
目
に

入
っ
て
い
ま
す
。
五
つ
の
教
育

指
針
が
あ
り
ま
し
て
、
現
時

点
で
条
例
を
体
現
し
て
い
る

取
り
組
み
と
し
て
「
学
力
向

上
」、「
書
道
教
育
」、「
ふ
る
さ

と
学
習
」
の
三
つ
を
進
め
て
い

ま
す
。
各
学
校
の
教
職
員
、
保

護
者
、
地
域
の
理
解
を
い
た
だ

く
中
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着

実
に
前
に
進
ん
で
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

③
小
学
校
は
４
小
学
校
の
統
合

を
行
い
、
各
校
か
ら
先
生
を
数

名
ず
つ
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
統
合
し
ま

し
た
。
統
合
後
の
１
年
は
非
常

に
大
切
な
期
間
で
す
が
、
大
き

な
問
題
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
か
な
か
馴
染
め
な
い
と
か
、

統
合
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
は
学
校
か
ら
耳

に
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
一

学
期
が
過
ぎ
、
二
学
期
が
過

ぎ
、
一
年
過
ぎ
て
み
ま
す
と
、

今
は
統
合
に
よ
っ
て
何
か
特
別

な
ケ
ア
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
は
な
く
な
っ
て
、
そ
う

い
う
意
味
で
は
円
滑
に
学
校
運

営
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

④
北
海
道
の
中
で
は
永
い
歴
史

を
持
っ
た
町
で
す
か
ら
、
国
指

定
、
道
指
定
、
町
指
定
の
多
種

多
様
な
文
化
財
を
預
か
っ
て
い

ま
す
。
役
場
全
体
も
含
め
て
、

限
ら
れ
た
体
制
の
中
で
や
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
の
体
制
の
中
で

は
、
一
定
限
度
の
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

公
開
活
用
に
つ
い
て
、
松
前

城
資
料
館
、
郷
土
資
料
館
で
の

常
設
展
示
で
あ
る
と
か
、
さ
く

ら
ま
つ
り
の
期
間
中
に
行
う
縄

文
特
別
展
、
小
中
学
校
の
ふ
る

さ
と
学
習
の
中
で
学
芸
員
が
出

向
い
て
出
前
授
業
も
含
め
て
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
町
政
の
施
行
60
周
年
と
い

う
こ
と
で
蠣
崎
波
響
の
特
別
展

な
ど
も
手
掛
け
ま
し
て
、
保
護

管
理
を
し
な
が
ら
、
公
開
活
用

を
し
て
い
く
と
い
う
視
点
で
文

化
財
保
護
行
政
を
進
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤
福
山
城
の
復
元
で
す
が
、
25

年
３
月
に

審
議
会
か

ら
答
申
を

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

町
民
の
意

向
把
握
に

努
め
な
が

ら
、
将
来

的
な
財
政

状
況
な
ど

も
含
め
て

判
断
を
い

た
だ
き
た

い
と
い
う

趣
旨
の
答

申
で
す
。

昨
年
秋
に

関
係
団
体

と
の
意
見

交
換
を
始
め
ま
し
た
が
、
ご
承

知
の
と
お
り
、
昨
年
は
い
ろ
い

ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

城
の
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
、

セ
ー
ブ
が
か
か
っ
た
状
況
は
あ

り
ま
す
。

　

病
院
や
い
ろ
い
ろ
町
が
手
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た

将
来
的
な
財
政
見
通
し
も
含
め

て
判
断
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蠣崎波響特別展での作品展示説明の様子
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福
原　

英
夫
議
員

松
前
町
総
合
計
画
の
見
直
し
（
い
そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
２
０
４
０
年
シ
グ
ナ
ル
へ
の
対
応
）

町　

長
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
目
指
す

福
原　

２
０
４
０
年
に
は
、
人

口
が
３
千
５
百
93
人
に
減
少

し
、
更
に
高
齢
化
率
が
59
．
１

％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
松
前
町
の
将
来
が
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
何
ら
解

決
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
の
影
響
は
、
生
産

性
・
消
費
の
縮
小
、
教
育
環
境

の
弱
体
化
、
暮
ら
し
の
不
安
等

が
顕
在
化
し
て
く
る
。
し
か
し
、

積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を

挙
げ
て
い
る
市
町
村
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

平
成
20
年
に
策
定
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
総

合
計
画
で
は
、
こ
の
課
題
に
対

応
で
き
な
い
と
思
う
。
福
祉
政

策
、
産
業
振
興
等
の
見
直
し
が

急
務
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
課

題
解
決
に
向
か
う
に
は
、
総
合

計
画
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長　

北
海
道
で
最
も
高
い
、

高
齢
化
率
と
な
っ
て
い
る
記
事

で
す
。
こ
れ
は
当
町
だ
け
で
は

な
く
て
、
全
国
的
な
状
況
で
過

疎
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
流
れ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
も
年
金
や
介

護
の
社
会
保
障
の
面
、
そ
れ
か

ら
労
働
力
の
確
保
な
ど
深
刻
な

状
況
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
人
口
減
の
速

度
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
す
る

努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

政
全
般
に
影
響
が
あ
る
厳
し
い

状
況
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

水
産
加
工
業
に
し
て
も
、
燃
油

や
電
気
料
の
高
騰
で
大
変
厳
し

い
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
総

体
的
に
産
業
が
厳
し
い
状
況
で

あ
り
、
総
合
計
画
の
観
点
か
ら

申
し
上
げ
ま
し
て
、
基
本
的
に

は
住
ん
で
い
る
町
民
が
元
気
を

失
わ
な
い
よ
う
な
、
幸
せ
を
実

感
で
き
る
町
づ
く
り
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
産
業
に
つ
い
て
は
、
足
腰

の
強
い
基
盤
を
作
る
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
、
職
員
、

議
会
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
、

工
夫
を
し
な
が
ら
少
子
化
対
策
、

将
来
の
人
口
減
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
19
年
度
に
作
成
し
た
現

在
の
総
合
計
画
で
す
が
、
20
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年

の
計
画
期
間
を
設
け
な
が
ら
、

町
民
憲
章
に
掲
げ
る
五
つ
の
目

標
を
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
捉

え
、
こ
れ
を
基
本
構
想
と
し
な

が
ら
基
本
計
画
を
定
め
、
実
現

に
努
力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。こ
の
間
、20
年
か
ら
26
年
度

ま
で
に
つ
い
て
は
、
全
体
計
画

に
対
し
て
約
89
．
１
％
の
進
捗

率
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
29

年
度
ま
で
残
さ
れ
た
懸
案
事
項

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
の
着

手
に
つ
い
て
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
実
に
迫
っ
て
い
る
状
況
を

真
摯
に
捉
え
な
が
ら
、
そ
れ
に

向
き
合
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
大
事
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
社
会
の
情
勢
は
い

ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
、
経
済
情
勢
の
変

化
、
消
費
税
ア
ッ
プ
で

買
い
物
控
え
な
ど
、
目

ま
ぐ
る
し
い
状
況
下
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
水
産
業
の
漁
獲
高

も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

強
い
産
業
基
盤
が
大
事

だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

新
幹
線
開
業
に
向
け

た
観
光
産
業
、
町
内
の

購
買
力
の
ア
ッ
プ
に
力

を
注
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
職
員
と
は
町
内
の
購

買
力
を
上
げ
る
た
め
の
方
策
の

検
討
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
や
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
部
分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
次
期
の
総
合
計
画
の
作

成
に
あ
た
り
、
大
胆
に
で
き
る

も
の
は
大
胆
に
と
い
う
考
え
方

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
29

年
度
で
今
の
計
画
が
終
わ
り
ま

す
の
で
、
来
年
辺
り
か
ら
次
期

の
計
画
に
着
手
す
る
よ
う
な
状

況
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

計
画
案
が
５
年
が
い
い
の
か
、

10
年
ス
パ
ン
が
い
い
の
か
、
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
作
成
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
や
将
来
を
考
え
な
が

ら
、
実
施
事
業
を
見
直
し
、
確

実
に
総
合
計
画
を
実
施
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
、
大
変
大
き
な

問
題
で
す
が
、
住
ん
で
い
る
町

民
が
元
気
を
失
わ
な
い
よ
う
な
、

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
町
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
計

画
を
作
る
べ
き
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

松前町総合計画
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堺　繁光議員
松前町に新しい農業の風を

町　長
農業への着業ができるような環境の整備に努力していきたい

 

堺 　

平
成
27
年
度
北
海
道
開

発
予
算
の
概
算
要
求
額
は
、
地

方
創
生
施
策
の
追
い
風
に
乗

り
、
前
年
度
比
18
％
増
と
な
っ

た
。
そ
の
内
、
農
業
農
村
整
備

は
、
８
百
69
億
円
超
の
要
求
で

あ
る
。
い
か
に
農
業
に
重
点
を

置
い
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
機

を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
農
業

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
？
従

来
の
農
業
で
は
な
く
、
雇
用
を

促
進
で
き
る
企
業
農
家
を
育

て
、
町
を
挙
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
化

の
で
き
る
農
産
物
を
選
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
支

え
る
技
術
者
の
確
保
、
息
の
長

い
町
の
支
援
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
町
民
の
や
る
気
を
起
こ

さ
せ
る
政
策
等
の
課
題
は
、
山

積
さ
れ
て
い
る
が
、
松
前
町
を

存
続
さ
せ
る
に
は
、
こ
れ
し
か

な
い
。

町
長　

水
産
振
興
は
結
果
の
出

な
い
厳
し
い
状
況
で
す
し
、
少

子
高
齢
化
に
つ
い
て
も
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
厳
し
い
状
況
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
開
発
予
算
に
関
す
る

要
望
等
内
容
に
つ
い
て
は
、
食

糧
の
安
定
供
給
に
貢
献
す
る
基

盤
づ
く
り
の
中
に
農
産
物
の
安

定
生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地
や

農
業
施
設
の
整
備
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
主
な
施
策
と

し
て
は
、
農
作
業
の
効
率
化
や

低
コ
ス
ト
生
産
に
向
け
た
補
助

の
大
型
区
画
整
備
な
ど
が
、
予

算
に
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
渡

島
管
内
で
言
い
ま
す
と
、
北
斗

市
、
七
飯
町
な
ど
が
対
象
に

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
残
念
な

が
ら
こ
の
予
算
の
中
に
は
松
前

町
に
関
わ
る
も
の
が
入
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

企
業
の
雇
用
確
保
が
で
き
る

農
業
振
興
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
が
進
む
中
で
新
た
な
担
い

手
と
し
て
、
企
業
の
農
業
参
入

が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
松
前
町
の
現
状
を

申
し
ま
す
と
担
い
手
不
足
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
空
き
農
地

は
増
え
て
い
る
中
で
な
か
な
か

農
業
が
育
た
な
い
と
い
う
状
況

に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
目
の
前
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
も
事
実
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
農
家
の
育
成
、
誘
致

に
つ
い
て
は
、
松
前
町
と
し
て

も
農
業
の
起
爆
剤
に
な
る
要
素

は
充
分
に
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。
現
状
の
松
前
町
は
畜

産
が
中
心
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
松

前
町
に
は
土
地
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
有
効
利
用
も
十
分
に
可
能

で
あ
り
ま
す
の
で
、
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
企
業
ば
か
り
で
は

な
く
て
、
個
人
の
新
規
着
業
者

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

知
内
町
の
ニ
ラ
は
、
既
に
一

大
産
業
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
大
変
な
状
況
も
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
、
農
業
関
係
機
関
か
ら
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
今
を
築
い

て
き
た
と
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
上
ノ
国
町
の
キ

ヌ
サ
ヤ
の
扱
い
に
つ
い
て
も
苦

労
が
あ
る
と
い
う
部
分
は
、
共

通
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

永
い
町
政
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
こ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
を
し
て
い
ま

す
。

　

松
前
町
は
気
候
も
温
暖
化
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
青
森
県

の
リ
ン
ゴ
農
家
の
方
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温

暖
化
に
つ
き
ま
し
て
、
青
森
の

リ
ン
ゴ
は
北
海
道
で
作
る
と
い

う
方
向
に
転
換
す
べ
き
だ
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培

な
ど
も
松
前
町
に
は
可
能
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
土

地
も
あ
り
ま
す
。
松
前
町
の
農

業
振
興
の
た
め
に
材
料
は
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
や
る
気
を

喚
起
す
る
よ
う
な
行
政
の
支
援

体
制
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
や
る
気
の
あ

る
方
に
は
、
積
極
的
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
、
我
々
も
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
足
り
な
い
も
の
、
必
要
な

も
の
、
技
術
的
な
指
導
に
つ
い

て
、
農
業
改
良
普
及
所
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
農

業
へ
の
着
業
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
の
整
備
に
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松前町野菜栽培講習会の様子
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ストップ！
　

９
月
23
日
に
今
年
で
15
回
目
と
な
る
松
前
町
議
会
議
員
会
と
役
場
管

理
職
の
親
睦
会
「
松
和
会
」
主
催
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
松
前
警
察

署
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
道
の
駅
駐
車
場
（
唐
津
）
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
あ
と
松
前
町
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
議
員
連
盟

主
催
で
上
川
地
区
町
有
林
（
旧
松
前
小
学
校
下
）
の
草
刈
り
を
渡
島
総

合
振
興
局
西
部
森
林
室
の
職
員
と
北
海
道
指
導
林
家
の
岡
田
紀
雄
氏
の

協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

渡
島
管
内
市
町
議
会

　

渡
島
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
、
10
月
27
日
北
斗
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
「
か
な
で
〜
る
」
で
開
催
さ
れ
10
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
北
海
道
監
査
委
員
事
務
局
長
の
中
西
猛
雄
氏
が
「
北
海
道
新
幹
線

開
業
と
道
南
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
」、時
事
通
信
社
外
信
部
長
の
岸
田
芳
樹
氏
が

「
激
動
の
国
際
情
勢
と
日
本
」
と
題
し
講
演
を
し
ま
し
た
。
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編
集
後
記

発行／北海道松前町議会　　編集／議会だより編集委員会

議会だよりへの
　ご意見・ご感想を
　　お待ちしております。

字福山248　松前町役場議会事務局まで
電話 0139‒42‒2275　内線270・271

議長宛の諸行事案内などの文書は、
議会事務局へお届け願います

町政の主人公は皆さんです。

（手続きは簡単！傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。）

※次の定例会は12月17日㈬からの予定です。

…　

８　

月　

…

８
日　

松
前
中
学
校
第
一
期
工
事
完
成
見
学
会
出
席 

（
副
議
長
）

13
日　

松
前
町
成
人
式
出
席 

（
議
長
）

18
日　

さ
い
た
ま
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
行
政
視
察
来
町
応
接

（
議
長
）

21
日
〜
22
日　

議
会
広
報
研
修
会
出
席 

（
伊
藤
委
員
長
他
）

27
日
〜
28
日　

渡
島
・
檜
山
町
村
議
会
議
長
連
絡
会
議
出
席 （
議
長
）

27
日　

天
塩
町
議
会
行
政
視
察
来
町
応
接 

（
副
議
長
）

28
日　

海
上
自
衛
隊
函
館
基
地
隊
司
令
来
町
応
接 

（
議
長
）

…　

９　

月　

…

16
日
〜
18
日　

道
州
制
に
反
対
す
る
実
行
運
動
出
席 

（
議
長
）

22
日　

森
定
教
育
長
送
別
会
出
席 

（
議
長
）

26
日　

長
寿
の
集
い
出
席 

（
議
長
）

30
日　

森
定
教
育
委
員
退
任
辞
令
交
付
式
出
席 

 

（
議
長
）

…　

10　

月　

…

１
日　

教
育
委
員
辞
令
交
付
式
出
席 

（
議
長
）

10
日
〜
12
日　

第
62
回
東
京
松
前
会
出
席 

（
議
長
）

13
日　

 

新
生
松
前
町
発
足
60
周
年
記
念
事
業
「
松
前
町
民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
出
席 

（
議
長
）

15
日
〜 

17
日　

漁
港
整
備
促
進
要
望
及
び
道
道
松
前
港
線
道
路
改
良

事
業
要
望 

（
議
長
）

17
日　

第
26
回
防
火
作
品
展
表
彰
式
出
席 
（
堺
委
員
長
）

20
日　

森
町
議
会
行
政
視
察
来
町
応
接 
（
議
長
）

22
日
〜 

26
日　

第
65
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
及
び
愛
媛
県
ま
さ
き
町

文
化
祭
出
席 

（
議
長
）

25
日
〜
26
日　

元
松
前
町
議
会
議
員
西
澤
長
三
郎
氏
葬
儀
参
列 

 

（
副
議
長
）

27
日　

渡
島
管
内
市
町
議
会
議
員
研
修
会
出
席 

（
議
長
他
）

29
日　

江
差
町
議
会
社
会
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
町
応
接

 

（
議
長
）

　

い
よ
い
よ
冬
将
軍
到
来

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
お
正
月
が
間
も
な
い

と
思
え
ば
又
、
楽
し
く
も
な

り
ま
す
。

　

政
界
で
は
衆
議
院
が
解

散
し
、
今
後
ど
う
な
る
の
か

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
注
目
し

て
い
る
。

　
「
子
ど
も
は
何
気
な
い
親

の
姿
の
中
に
人
と
し
て
の

生
き
方
を
学
ん
で
い
る
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
誰

で
も
そ
の
言
動
に
間
違
い

を
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
改
め
る
事
は
良
に
繋

が
り
ま
す
。
特
に
人
の
話
に

聞
く
耳
を
持
つ
指
導
者
は

評
価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
の
将
来
を
託
す
若
者

に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
行

い
を
し
な
け
れ
ば
。
国
を
治

め
る
首
相
は
そ
の
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し

て
自
分
達
も
。
議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
町
民
に
は
確
か
な
内
容

で
、
情
報
の
提
供
に
努
め
る

よ
う
編
集
に
は
今
以
上
に

意
を
配
し
て
行
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん　

よ

い
お
正
月
を
迎
え
て
く
だ

さ
い
。

議会映像のブルーレイ・DVDの
貸出をしています。

松前町ホームページより議会の
会議録が閲覧できます。
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